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要旨

排便予測は便失禁の予防やQOL向上に資する重要な課題であるが，日常環境下で非侵襲に取得可
能な生体指標に基づく実現は十分に確立されていない．本研究では，腹部音響信号として取得される
腸音に着目し，腸音を用いた排便予兆推定の実現可能性を検討した．まず，排便時刻から遡った時間
幅Tpreに基づき排便予兆区間を仮説的に定義し，二値分類問題として機械学習モデルにより識別可能
性を評価した．また，変化の顕在化スケールを検討するため，8秒の音声クリップ全体を対象とするクリッ
プ単位解析と，腸音イベントを対象とするイベント単位解析を比較した．その結果，イベント単位では分
類性能は概ねランダム水準に留まった一方，クリップ単位では分類性能が相対的に高く，特にTpre=60
分付近で良好となる傾向が確認された．さらに，排便予兆区間では腸音イベント数および総イベント継
続時間が有意に増加し，クリップ単位で得られた差異には腸音出現量の変化が寄与している可能性が
示された．次に，腸音出現量は食事や日内変動などの生活要因の影響を受ける可能性があることか
ら，生活イベント（食事・起床・排便）を記録した長時間データを用い，腸音出現量の時系列推移と生活
イベントとの関係を分析した．その結果，腸音出現量の変動は排便のみを基準として一意に説明される
というよりも，起床や食事を含む生活イベントの時間配置と関係して現れている可能性が示された．さら
に，音響特徴量のみを用いたベースラインモデルと生活コンテキスト特徴量を付加したモデルを比較し
たところ，生活コンテキストの導入により排便予兆推定性能が改善する可能性が示された．


